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書 

評
　

藤
井
倫
明
著

『
瓜
子
姫
の
死
と
生　

原
初
か
ら
現
代
ま
で
』

立 

石　

展 

大　

　
　
　
一

本
書
は
、
藤
井
倫
明
氏
の
博
士
論
文
を
基
に
出

版
さ
れ
た
研
究
書
で
あ
る
。
四
三
一
頁
に
及
ぶ
大

著
で
、全
て
「
瓜
子
姫
」
に
関
す
る
内
容
で
あ
る
。

内
容
は
二
部
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
第
一
部
は
口

承
文
芸
を
中
心
に
分
析
さ
れ
、
第
二
部
は
再
話
を

中
心
に
考
察
さ
れ
て
い
る
。
最
初
に
、
そ
の
目
次

を
確
認
し
て
い
く
。

序
論

第
一
部　

口
承
文
芸
と
し
て
の
「
瓜
子
姫
」

第
一
章　
「
瓜
子
姫
の
誕
生
」

　
　
　
　

 「
瓜
子
姫
」
に
関
す
る
先
行
研
究
・

海
外
説
話
と
の
比
較
か
ら
考
察
す
る

「
瓜
子
姫
」
の
起
源
・
ア
マ
ノ
ジ
ャ

ク
の
軌
跡

第
二
章　

 

要
素
別
の
起
源
と
「
瓜
子
姫
」
の
地

域
差

　
　
　
　

 「
瓜
子
姫
」
を
構
成
す
る
要
素
・
姫

の
生
死
・
姫
の
誕
生
・
外
敵
の
末
路

と
血
・
木
・
真
相
の
発
覚
・
機
織
と

嫁
入
り
・
イ
モ
・
珍
し
い
要
素
・
地

域
別
で
の
型
の
分
類
・
伝
播
と
変
容

の
考
察

第
三
章　

 
瓜
子
姫
と
関
わ
る
他
の
昔
話
と
の
比

較

　
　
　
　

 

五
大
昔
話
と
の
比
較
・「
天
道
さ
ん

金
の
鎖
」
と
の
比
較
・
小
鳥
前
生
譚

と
の
比
較

第
二
部　

リ
ラ
イ
ト
さ
れ
た
「
瓜
子
姫
」

第
一
章　

 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
見
る
現
代
の
瓜

子
姫
へ
の
認
識

　
　
　
　

 

再
構
成
作
品
の
定
義
・「
瓜
子
姫
」

ア
ン
ケ
ー
ト
の
概
要
と
結
果
・
先
行

研
究
で
の
昔
話
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト

第
二
章　

 

近
代
以
前
の
文
字
に
残
る「
瓜
子
姫
」

　
　
　
　

 

御
伽
草
子
『
瓜
姫
物
語
』・
柳
亭
種

彦
『
昔
話
き
ち
ち
ゃ
ん
と
ん
と
ん
』・

学
者
た
ち
に
よ
る
「
瓜
子
姫
」

第
三
章　

 

近
代
以
降
の
児
童
向
け
「
瓜
子
姫
」

　
　
　
　

 

児
童
向
け
「
瓜
子
姫
」
の
流
れ
・
挿

絵
に
見
る
瓜
子
姫
・
高
野
辰
之
の
作

品
・
楠
山
正
雄
の
作
品
・
柳
田
国
男

の
作
品
・
関
敬
吾
の
作
品
・
坪
田
譲

治
の
作
品
・
松
谷
み
よ
子
の
作
品
・

寺
村
輝
夫
の
作
品
・
木
下
順
二
の
作

品
・
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
作
品
集

第
四
章　

忘
れ
ら
れ
た
「
瓜
子
姫
」

　
　
　
　

 

石
井
研
堂
の
作
品
・
藤
澤
衛
彦
の
作

品
・
浜
田
広
介
の
作
品
・
平
林
英
子

の
作
品

補
遺　

 「
瓜
子
姫
」
を
題
材
と
し
た
小
説
・
漫

画

お
わ
り
に
か
え
て
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二

ま
ず
「
第
一
部　

口
承
文
芸
と
し
て
の
『
瓜
子

姫
』」
か
ら
見
て
い
く
。
こ
こ
で
は
、
先
行
研
究

と
、
自
身
が
昔
話
資
料
集
か
ら
収
集
・
分
析
し
た

全
国
の
「
瓜
子
姫
」
と
を
つ
き
合
わ
せ
て
、
よ
り

妥
当
性
が
あ
る
結
論
を
導
く
と
い
う
研
究
手
法
で

進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
第
一
部
に
お
い
て
、
藤
井
氏
は
主
に
柳
田

國
男
『
桃
太
郎
の
誕
生
』・
関
敬
吾
「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
昔
話
の
受
容
」・「
日
本
昔
話
の
社
会
性
に
関
す

る
研
究
」・
猪
野
史
子
「
瓜
子
姫
の
民
話
と
焼
畑

農
耕
文
化
」
な
ど
に
所
載
の
「
瓜
子
姫
」
に
関
す

る
先
行
研
究
を
始
め
に
紹
介
し
た
後
、
論
を
組
み

立
て
て
い
る
。
こ
れ
ら
三
氏
の
研
究
が
、
後
の
瓜

子
姫
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
た
め
で

あ
る
。

ま
ず
、柳
田
説
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

（
二
一
頁
・
二
二
頁
）

Ａ　

 

瓜
子
姫
は
水
の
流
れ
に
よ
っ
て
清
き
所
よ

り
運
ば
れ
て
く
る
申
し
子
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
瓜
は
桃
よ
り
も
古
く
か
ら
神
聖
な
も

の
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
、「
桃
太
郎
」

の
桃
よ
り
も
古
い
要
素
で
あ
る
可
能
性
が

高
い
。

Ｂ　

瓜
子
姫
は
神
の
子
＝
申
し
子
で
あ
っ
た
。

Ｃ　

 

瓜
子
姫
の
事
業
は
神
の
衣
を
織
り
な
す
こ

と
で
あ
り
、
完
成
の
の
ち
に
は
神
の
妻
と

な
る
。
日
本
古
来
の
忌
籠
り
の
風
習
に
通

じ
る
。

Ｄ　

 

ア
マ
ノ
ジ
ャ
ク
は
姫
の
事
業
を
妨
害
す
る

敵
で
あ
る
が
、
最
初
か
ら
負
け
る
こ
と
が

確
定
し
て
い
る
敵
で
あ
る
。
姫
の
事
業
の

完
成
を
引
き
立
て
る
役
で
あ
る
。

Ｅ　
 

瓜
子
姫
が
死
亡
す
る
が
復
活
す
る
と
い
う

型
が
本
来
の
も
の
だ
っ
た
。

Ｆ　

 
瓜
子
姫
は
動
物
（
鳥
）
の
援
助
に
よ
っ
て

助
け
ら
れ
る
と
い
う
型
が
本
来
の
も
の
で

あ
っ
た
。

後
述
に
な
る
が
、
藤
井
氏
は
瓜
子
姫
が
死
亡
す

る
話
が
原
型
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
た
め
、
特

に
柳
田
説
の
Ｅ
や
Ｆ
に
つ
い
て
は
否
定
的
な
の
で

あ
ろ
う
。「
柳
田
の
時
代
に
は
ま
だ
資
料
の
収
集

が
不
十
分
で
あ
り
、
資
料
が
収
集
・
整
理
さ
れ
た

現
在
か
ら
見
れ
ば
物
足
り
な
い
側
面
も
多
い
」

（
二
六
頁
）
と
評
価
し
て
い
る
。

次
に
、
関
説
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

（
二
八
頁
）

①　

 

全
国
の
「
瓜
子
姫
」
の
類
話
を
収
集
・
整

理
し
、
東
日
本
に
「
死
亡
型
」、
西
日
本

に
「
生
存
型
」
が
多
い
と
い
う
こ
と
を
確

認
し
た
。

②　

 「
瓜
子
姫
」
は
通
過
儀
礼
と
し
て
の
「
成

女
式
」
の
要
素
が
強
い
と
い
う
こ
と
を
提

唱
し
た
。

③　

 「
瓜
子
姫
」
の
成
立
に
は
海
外
の
説
話
（
評

者
注
「
偽
の
花
嫁
」）
が
大
き
く
か
か
わ
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
提
唱
し
た
。

こ
の
関
敬
吾
の
研
究
に
対
し
て
は
、「
瓜
子
姫
」

を
海
外
と
の
繋
が
り
で
捉
え
た
最
初
の
研
究
と
し

て
評
価
し
て
お
り
、
藤
井
氏
自
身
も
、
基
本
的
に

海
外
由
来
の
昔
話
と
し
て
「
瓜
子
姫
」
を
考
え
て

い
る
。
た
だ
し
、
関
敬
吾
が
「
瓜
子
姫
」
を
海
外

か
ら
の
「
帰
化
昔
話
」
で
あ
る
と
考
察
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、
藤
井
氏
は
、
次
の
猪
野
説
に
よ
る

「
ハ
イ
ヌ
ヴ
ェ
レ
神
話
」
起
源
を
含
め
、
様
々
な

要
素
が
日
本
へ
伝
播
し
た
結
果
成
立
し
た
と
し
て

「
混
血
の
帰
化
昔
話
」
と
関
の
考
察
を
補
足
し
て
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い
る
。

そ
し
て
、
瓜
子
姫
の
起
源
を
「
ハ
イ
ヌ
ヴ
ェ
レ

神
話
」
に
求
め
る
猪
野
説
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め

て
い
る
。（
三
一
頁
）

・ 

現
在
の
「
瓜
子
姫
」
の
分
布
は
か
つ
て
焼
畑

農
耕
が
盛
ん
で
あ
っ
た
地
域
に
重
な
る
。

・ 「
血
の
要
素
」
に
登
場
す
る
作
物
は
ソ
バ
・

粟
・
黍
な
ど
焼
畑
農
耕
に
よ
っ
て
栽
培
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
染
ま
る
植
物
が
ス

ス
キ
や
カ
ヤ
で
あ
る
類
話
も
存
在
す
る
が
、

そ
れ
ら
は
焼
畑
の
休
耕
期
に
育
つ
植
物
で
あ

る
。

・ 

姫
の
好
物
が
芋
類
で
あ
り
、
老
夫
婦
が
家
を

あ
け
る
の
は
芋
掘
り
に
行
く
か
ら
と
い
う
要

素
が
あ
る
。
ま
た
、
九
州
に
は
芋
串
に
よ
っ

て
姫
が
刺
さ
れ
る
要
素
も
存
在
す
る
。
イ
モ

は
焼
畑
農
耕
に
お
い
て
重
要
な
作
物
で
あ

り
、
稲
作
が
広
が
る
以
前
は
日
本
列
島
の
主

食
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
各
説
の
一
項
目
ご
と
に
対
し
て
、
藤
井

氏
が
そ
の
妥
当
性
に
つ
い
て
丹
念
に
検
討
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
日
本
に
お
け
る
瓜
子
姫
の
話
の
誕

生
に
つ
い
て
は
、「『
ハ
イ
ヌ
ヴ
ェ
レ
』
神
話
を
基

礎
と
し
、『
偽
の
花
嫁
』
を
は
じ
め
多
く
の
昔
話

の
要
素
が
結
合
し
、
誕
生
し
た
も
の
で
あ
る
と
考

え
る
の
が
最
も
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
」（
五
七

頁
）
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
発
生
に
つ
い
て
考
え

る
の
で
あ
れ
ば
、
現
状
確
認
で
き
る
瓜
子
姫
の
資

料
と
先
行
研
究
を
鑑
み
て
、
的
確
な
推
論
で
あ
ろ

う
。さ

て
、
第
一
部
に
お
い
て
は
、
特
に
第
二
章
が

論
の
中
心
で
あ
り
、目
次
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、

「
瓜
子
姫
」
の
構
成
要
素
一
つ
ひ
と
つ
に
対
し
て

分
析
を
行
っ
て
い
る
。
地
域
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
構
成
要
素
に
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
か
を

整
理
し
て
い
る
。
そ
し
て
国
内
伝
承
を
整
理
し
た

上
で
、国
内
で
の
伝
播
の
道
筋
を
推
測
し
て
い
る
。

話
の
分
布
状
況
か
ら
藤
井
氏
が
考
え
る
結
論
は
、

一
七
四
頁
に
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

・ 「
瓜
子
姫
」
は
海
外
説
話
の
影
響
を
受
け
て

西
日
本
で
誕
生
し
た
。

・ 

お
も
に
日
本
海
ル
ー
ト
を
通
っ
て
日
本
列
島

全
域
へ
広
ま
っ
た
。

・ 

西
日
本
で
は
大
陸
な
ど
か
ら
渡
っ
て
き
た
別

の
説
話
と
結
び
つ
く
な
ど
し
て
徐
々
に
変
化

し
て
い
っ
た
が
、
比
較
的
交
通
の
便
が
悪
い

東
北
や
中
国
地
方
で
も
山
間
部
で
は
古
い
型

が
残
さ
れ
た
。

・ 

東
北
で
も
日
本
海
ル
ー
ト
の
重
要
な
拠
点
で

あ
っ
た
秋
田
や
山
形
北
部
に
は
比
較
的
西
日

本
の
影
響
の
強
い
も
の
に
変
化
し
た
。

ま
た
、
従
来
は
「
東
日
本
型
」
が
瓜
子
姫
が
死

亡
す
る
話
が
中
心
で
、「
西
日
本
型
」
が
瓜
子
姫

生
存
型
と
い
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、「
瓜
子
姫
」

の
分
布
を
細
か
く
整
理
し
た
結
果
、「
東
北
地
方
」

「
中
国
地
方
を
中
心
と
し
た
西
日
本
」「
中
日
本

（
中
部
お
よ
び
関
東
）」
と
分
け
る
の
が
適
当
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
た
（
一
六
三
頁
）。
さ
ら
に
こ

こ
か
ら
次
の
よ
う
に
細
か
く
分
類
し
て
い
る
。

東
北
地
方

　

 

東
北
Ａ
型 

（「
鬼
一
口
型
」
を
基
本
と
し
た
「
瓜

子
姫
」）
外
敵
へ
の
制
裁
は
な
い
か
、

描
写
が
あ
っ
さ
り
し
て
い
る
。「
ハ

イ
ヌ
ヴ
ェ
レ
」
神
話
に
近
い
型
。

　

Ａ 

型
ａ
… 

Ａ
型
の
中
で
、
川
を
流
れ
て
き
た
も

の
か
ら
姫
が
誕
生
す
る
型
（
青
森
・

岩
手
・
宮
城
）

　

Ａ 

型
ｂ
… 

Ａ
型
の
中
で
、
畑
で
採
れ
た
も
の
か

ら
姫
が
誕
生
す
る
型
（
山
形
南
部
・
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福
島
）

　

東 
北
Ｂ
型 

…
木
へ
の
「
連
れ
だ
し
型
」
を
基
本

と
し
た
「
瓜
子
姫
」。
外
敵
へ
の
制

裁
は
比
較
的
苛
烈
。
中
部
以
西
の

「
瓜
子
姫
」
と
通
じ
る
要
素
を
多
く

持
つ
。（
秋
田
・
山
形
北
部
）

中
国
地
方
を
中
心
と
し
た
西
日
本

　

西 

日
本
Ａ 

型
…
「
生
存
型
」、
木
へ
の
「
連
れ
出

し
型
」
を
基
本
と
し
た
「
瓜
子
姫
」。

外
敵
へ
の
制
裁
は
苛
烈
。
本
来
の

「
死
亡
型
」
が
様
々
な
要
因
に
よ
り

変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
。（
兵

庫
北
部
・
比
婆
山
周
辺
・
九
州
以
外

の
西
日
本
。
中
国
地
方
が
中
心
）

　

西 

日
本
Ｂ 

型
…
「
鬼
一
口
型
」「
外
敵
へ
の
制

裁
が
な
い
（
姫
の
血
で
植
物
が
染
ま

る
）」
な
ど
の
特
徴
を
持
つ
「
瓜
子

姫
」。「
ハ
イ
ヌ
ヴ
ェ
レ
型
神
話
」
に

比
較
的
近
い
型
。（
比
婆
郡
）

　

西 

日
本
Ｃ 

型
…
「
鬼
一
口
型
」
の
「
瓜
子
姫
」。

Ｂ
型
に
次
い
で
「
ハ
イ
ヌ
ヴ
ェ
レ
型

神
話
」
に
近
い
。（
兵
庫
北
部
）

　

西 

日
本
Ｄ 

型
…
「
鬼
一
口
型
」
が
や
や
多
い
。

他
の
地
域
で
は
見
ら
れ
な
い
独
特
な

型
が
多
い
。（
九
州
）

中
日
本
（
中
部
お
よ
び
関
東
）

　

中 

日
本
Ａ 

型
…
「
死
亡
型
」
と
「
生
存
型
」
の

割
合
が
ほ
ぼ
拮
抗
。「
鬼
一
口
型
」

と
「
連
れ
出
し
型
」
の
両
方
の
要
素

を
持
つ
「
死
体
を
木
に
吊
す
」
と
い

う
型
が
多
い
。（
新
潟
）

　

中 

日
本
Ｂ 

型
…
「
生
存
型
」
が
多
い
。「
鬼
一

口
型
」
と
「
連
れ
出
し
型
」
両
方
の

要
素
を
持
つ
「
家
の
近
所
に
姫
を
隠

す
」
要
素
が
多
い
。（
長
野
・
関
東
）

地
域
に
よ
っ
て
様
々
な
伝
承
を
持
つ「
瓜
子
姫
」

を
丁
寧
に
検
証
し
て
、
そ
の
伝
承
の
全
体
像
を
把

握
す
る
の
は
、
非
常
に
労
力
を
要
す
る
。
そ
の
労

を
惜
し
ま
ず
、
細
か
い
分
布
状
況
ま
で
明
ら
か
に

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
結
論
で
あ
る
。

た
だ
、
紙
幅
の
都
合
だ
ろ
う
か
。
分
析
を
し
た

瓜
子
姫
の
構
成
要
素
表
が
載
せ
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
。「
津
軽
・
南
部
・
岩
手
・
秋
田
・
宮
城
・
山

形
北
・
山
形
南
・
福
島
・
新
潟
」
の
地
域
に
分
け

て
、
地
域
別
要
素
一
覧
表
は
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
表
に
拠
れ
ば
、
津
軽
の
七
話
、
南
部
の
一
一

話
、
岩
手
の
五
五
話
、
秋
田
の
四
九
話
、
宮
城
の

七
話
、
山
形
北
の
一
三
話
、
山
形
南
の
三
八
話
、

福
島
の
二
一
話
、
新
潟
の
二
七
話
に
当
た
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
「
姫

の
誕
生
」「
姫
の
受
難
」「
姫
の
外
敵
」
が
ど
の
よ

う
な
割
合
で
語
ら
れ
て
い
る
か
の
表
は
あ
る
の

で
、
語
ら
れ
て
い
る
内
容
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
が

分
か
る
。
し
か
し
、
一
話
一
話
の
構
成
要
素
は
載

せ
ら
れ
て
な
い
。
つ
ま
り
、
前
述
の
地
域
以
外
を

含
め
て
分
析
を
し
た
総
話
数
や
一
話
一
話
の
伝
承

さ
れ
て
い
る
地
域
、
そ
れ
ぞ
れ
の
話
の
流
れ
、
載

せ
ら
れ
て
い
る
書
籍
に
つ
い
て
が
、
読
み
手
に
不

明
で
あ
る
。
基
本
的
に
『
日
本
昔
話
通
観
』
を
手

掛
か
り
に
、
そ
の
原
典
に
当
た
る
方
法
で
話
を
収

集
し
た
こ
と
は
文
中
か
ら
う
か
が
え
る
。
た
だ
、

『
日
本
昔
話
通
観
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
「
瓜

子
姫
」
の
話
も
あ
る
の
で
、
も
し
『
通
観
』
の
み

を
手
掛
か
り
に
話
の
収
集
を
し
て
い
た
と
す
れ

ば
、そ
れ
ら
の
話
は
落
ち
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

な
に
よ
り
も
第
一
部
の
論
を
支
え
て
い
る
の
は
、

藤
井
氏
に
よ
る
丹
念
な
「
瓜
子
姫
」
の
資
料
分
析

で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
読
み
手
は
全
面
的
に

藤
井
氏
の
分
析
に
依
拠
す
る
し
か
な
い
。
根
拠
と
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な
る
情
報
を
共
有
で
き
る
と
、
藤
井
氏
の
労
力
が

更
に
説
得
力
を
持
っ
て
読
み
手
に
届
く
こ
と
に
な

る
。
構
成
要
素
表
は
膨
大
な
情
報
量
に
な
る
が
、

ど
こ
か
で
公
開
し
て
も
ら
え
る
と
、
今
後
「
瓜
子

姫
」
を
研
究
し
よ
う
と
す
る
後
進
に
と
っ
て
も
貴

重
な
情
報
と
な
ろ
う
。

　
　
　
三

さ
て
第
二
部
は
、「
リ
ラ
イ
ト
さ
れ
た
『
瓜
子

姫
』」
で
あ
る
。
藤
井
氏
が
行
っ
た
「
瓜
子
姫
の

認
知
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
か
ら
始
ま
り
、
御

伽
草
子
『
瓜
姫
物
語
』
以
降
、
近
世
期
ま
で
に
文

献
で
残
さ
れ
た
「
瓜
子
姫
」
と
、
児
童
書
の
「
瓜

子
姫
」
へ
と
分
析
が
進
ん
で
い
く
。

第
一
部
の
口
承
文
芸
「
瓜
子
姫
」
は
、
ど
う
し

て
も
先
行
研
究
に
対
す
る
検
討
、
評
価
か
ら
論
を

組
み
立
て
ざ
る
を
得
な
い
が
、
第
二
部
の
藤
井
氏

の
論
は
、「
瓜
子
姫
」
の
体
系
的
な
再
話
研
究
に

関
す
る
嚆
矢
と
な
ろ
う
。
特
に
圧
巻
は
、
第
三
章

に
お
い
て
藤
井
氏
が
確
認
し
た
一
六
四
冊
の
児
童

向
け
に
書
か
れ
た
「
瓜
子
姫
」
の
一
覧
表
で
あ
る
。

明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
か
ら
、
平
成
二
七

（
二
〇
一
七
）
年
ま
で
の
再
話
さ
れ
た
「
瓜
子
姫
」

を
確
認
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
第
二
部
全
体

の
論
も
自
ず
と
説
得
力
が
増
し
て
い
る
。

ま
ず
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
立
正
大

学
・
東
洋
大
学
・
國
學
院
大
學
の
学
生
を
中
心
に

計
二
一
四
名
の
回
答
が
得
ら
れ
て
い
る
。や
は
り
、

「
瓜
子
姫
」
の
認
知
度
は
低
く
、
よ
く
知
っ
て
い

る
の
は
九
名
、
な
ん
と
な
く
知
っ
て
い
る
の
は

二
〇
名
、
タ
イ
ト
ル
の
み
が
四
一
名
だ
っ
た
。
ま

た
、
多
く
の
昔
話
を
知
っ
て
い
る
学
生
ほ
ど
「
瓜

子
姫
」を
知
っ
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。

「
瓜
子
姫
」
の
認
知
度
が
低
い
こ
と
は
予
想
さ
れ

た
こ
と
だ
が
、
藤
井
氏
の
調
査
に
よ
っ
て
裏
付
け

ら
れ
た
と
い
え
る
。

そ
の
後
、
第
二
章
に
お
い
て
『
瓜
姫
物
語
』
や

近
世
期
の
『
昔
話
き
ち
ち
ゃ
ん
と
ん
と
ん
』『
嬉

遊
笑
覧
』『
心
学
道
之
話
』
の
「
瓜
子
姫
」
が
分

析
さ
れ
、「
瓜
子
姫
」
が
江
戸
と
そ
の
周
辺
で
は

あ
ま
り
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
結
果
近
代
以
降

の
「
瓜
子
姫
」
に
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
こ
と
が

結
論
づ
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
第
三
章
で
は
、
近
代

以
降
に
書
か
れ
た
児
童
向
け
「
瓜
子
姫
」
に
は
二

系
統
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
藤
井
氏

は
便
宜
的
に
「
Ⅰ
型
」
と
「
Ⅱ
型
」
に
分
類
し
て
、

次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

「
Ⅰ 

型
」
…
高
野
辰
之
・
楠
山
正
雄
系
統
（
高

野
の
『
瓜
姫
』
が
現
在
確
認
で
き
る
近
代

に
お
け
る
最
初
の
児
童
向
け
「
瓜
子
姫
」）

　
　

① 

あ
ま
の
じ
ゃ
く
が
姫
に
徐
々
に
戸
を
開

け
さ
せ
る
。

　
　

② 

怖
い
顔
を
し
て
お
ど
か
し
て
連
れ
出

す
。

　
　

③
「
汚
れ
る
か
ら
」
と
着
物
を
交
換
。

　
　

④ 

突
然
、
殿
様
の
迎
え
が
来
て
「
殿
と
奥

方
が
機
織
り
を
見
た
い
」
と
言
う
。

　
　

⑤
姫
が
真
相
を
告
げ
る
。

　
　

⑥ 

あ
ま
の
じ
ゃ
く
は
切
ら
れ
、
作
物
が
染

ま
る
。

こ
の
う
ち
他
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
④
を

必
ず
有
し
、
他
の
要
素
が
複
数
以
上
あ
る
も
の
は

楠
山
の
影
響
を
受
け
て
い
る
「
Ⅰ
型
」
と
判
断
。

「
Ⅱ
型
」
…
関
敬
吾
が
取
り
入
れ
、
坪
田
譲
治
・

松
谷
み
よ
子
と
継
承
さ
れ
た
秋
田
で
語
ら
れ
る
昔

話
の
系
統

秋
田
以
外
で
は
見
ら
れ
な
い
「
あ
ま
の
じ
ゃ
く

が
姫
を
負
ぶ
っ
て
連
れ
て
行
く
」
展
開
を
含
み
、
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秋
田
で
は
ほ
ぼ
必
ず
挿
入
さ
れ
る
「
カ
ラ
ス
が
真

相
を
告
げ
る
」
も
の
。

こ
の
よ
う
に
、
児
童
向
け
「
瓜
子
姫
」
に
二
系

統
あ
る
と
分
類
で
き
た
の
も
、
明
治
か
ら
平
成
ま

で
の
児
童
書
を
分
析
し
た
成
果
で
あ
る
。
新
し
く

昔
話
の
児
童
書
を
作
成
す
る
際
に
既
刊
本
を
参
考

に
す
る
こ
と
が
よ
く
分
か
り
、
そ
れ
は
こ
の
「
瓜

子
姫
」
の
伝
承
が
多
様
で
あ
る
か
ら
、
ど
の
話
を

参
考
に
し
た
か
が
一
層
浮
き
彫
り
に
な
る
。
影
響

関
係
を
探
る
の
に
「
瓜
子
姫
」
は
格
好
の
昔
話
と

い
え
る
。
ま
た
、
関
敬
吾
な
ど
昔
話
研
究
者
の
児

童
書
に
対
す
る
影
響
力
も
提
示
し
て
く
れ
た
。
さ

ら
に
「
瓜
姫
」
や
「
瓜
子
姫
子
」
な
ど
の
題
名
が

柳
田
以
降
「
瓜
子
姫
」
へ
と
収
束
し
て
い
く
と
い

う
提
示
に
も
、研
究
者
の
影
響
力
を
見
て
取
れ
る
。

ち
な
み
に
、
藤
井
氏
は
本
書
の
終
盤
で
次
の
よ

う
な
展
望
を
述
べ
て
い
る
。

「
昔
話
と
童
話
の
つ
な
が
り
を
研
究
し
、
今
後

昔
話
を
ど
の
よ
う
に
再
構
成
す
べ
き
か
」（
三
九
五

頁
）「

ま
た
、『
瓜
子
姫
』
に
限
ら
ず
多
く
の
昔
話
は

『
演
じ
る
』
も
の
と
も
深
い
関
わ
り
が
あ
る
と
考

え
る
。
具
体
例
を
あ
げ
る
と
、
紙
芝
居
・
舞
台
・

朗
読
劇
・
人
形
劇
・
ア
ニ
メ
な
ど
で
あ
る
。
本
来
、

語
り
と
し
て
演
じ
る
も
の
で
あ
る
昔
話
は
、
演
じ

る
再
構
成
作
品
と
は
相
性
が
い
い
も
の
と
考
え

る
。
未
来
の
昔
話
再
構
成
作
品
を
考
え
る
に
あ

た
っ
て
、
今
後
は
こ
れ
ら
の
媒
体
で
再
構
成
さ
れ

た
も
の
の
考
察
も
試
み
る
こ
と
と
し
た
い
。」

（
四
一
七
頁
）

「
も
ち
ろ
ん
、
改
変
し
た
も
の
は
あ
く
ま
で
入

り
口
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
伝
統
的
な
も
の
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
う
と
こ
ろ
ま
で
導
く
こ
と
が
重
要

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
本
来
の
魅
力
を
保
ち
な
が

ら
『
瓜
子
姫
』
ひ
い
て
は
昔
話
を
知
っ
て
も
ら
い
、

興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
に
は
ど
の
よ
う
に
す
べ
き

か
。
今
後
は
、
研
究
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
の

よ
う
な
問
題
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。」（
四
二
一
頁
）

こ
う
し
た
展
望
を
読
む
に
つ
け
、
本
書
で
述
べ

ら
れ
て
い
る
関
敬
吾
な
ど
の
研
究
者
が
児
童
書
に

対
し
て
発
揮
し
た
影
響
力
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。

果
た
し
て
、
明
治
か
ら
平
成
に
か
け
て
の
「
瓜
子

姫
」
を
研
究
し
た
末
に
藤
井
氏
が
た
ど
り
着
い
た

境
地
な
の
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
れ
も
昔
話

研
究
と
実
践
の
形
で
あ
ろ
う
。
既
に
昔
話
の
伝
統

的
な
語
り
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ず
、
児
童
書
や
絵

本
か
ら
昔
話
に
触
れ
た
筆
者
の
問
題
意
識
が
、
現

代
の
よ
う
に
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
の
中
で
取
り
上
げ

ら
れ
る
昔
話
の
課
題
に
向
く
の
も
自
然
な
こ
と
と

感
じ
る
。
そ
こ
に
は
、
新
し
い
昔
話
研
究
も
あ
る

で
あ
ろ
う
し
、
藤
井
氏
の
今
後
の
活
動
の
展
開
が

楽
し
み
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
に
、
第
一
部
・
第
二
部

は
と
も
に
、
膨
大
な
資
料
を
収
集
し
た
上
で
の
分

析
に
基
づ
い
て
い
る
。
一
つ
の
昔
話
だ
け
で
、
こ

れ
だ
け
大
部
の
研
究
書
を
書
き
上
げ
ら
れ
る
と
い

う
の
は
、取
り
も
直
さ
ず
昔
話
伝
承
の
「
豊
か
さ
」

も
表
し
て
い
る
。
ひ
と
え
に
、
藤
井
氏
の
労
力
と

能
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
本
書
は
、
今
後
の

「
瓜
子
姫
」
研
究
に
お
い
て
欠
か
す
こ
と
が
で
き

な
い
研
究
書
と
な
っ
て
い
る
。

二
〇
一
八
年
九
月　

三
弥
井
書
店
刊

本
体
三
五
〇
〇
円

 

（
た
て
い
し
・
の
ぶ
あ
つ
／
高
千
穂
大
学
）


